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気候変動緩和に有効である。イノカの技術により，人工環境下でその再現・
研究が可能になり，根本的解決策を模索する新しい方法が開かれている。
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─その供給リスクと根本的対策─

　近年，黄リンとその誘導品の需給が逼迫しており，その供給リスク対策は
わが国の経済安全保障上重要な課題となっている。黄リンとその誘導品の供
給リスクの実態と根本的な対策について紹介した。
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　Cu 微粒子が Silicalite-1 粒子内に内包された，Cu@S-1 触媒を開発し，
CO2 水素化反応を実施した．Cu 微粒子上に Cu-ZnO 界面を形成させること
で，メタノール生成活性の向上が達成された。

ナノエマルション燃料により進める脱石油化のステップ
……………………………………………………………………ナノフュエル　池田隆男……27

　自社開発したナノエマルション燃料を用いることにより，燃費向上効果を
飛躍的に伸ばし，有害物質の排出も抑えることができる。将来的には液体バ
イオマスへの適用率を高め，脱石油化の加速を図る。
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　合成シリカであるコロイダルシリカ，フュームドシリカ，シリカゲル，沈
降性シリカは，粒子構造，粒子径，表面の制御を行うことで，衣食住をはじ
めさまざまな用途に使用されている生活に不可欠な材料の 1 つである。
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　全固体電池への期待や，全固体電池の社会実装に不可欠とされる，硫化物
系固体電解質の量産に向けた出光興産の取り組みを紹介した。


